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（1） 府中市住生活基本計画策定委員会委員名簿 
 

番号 区分 所属等 名前 備考 

1 
学識経験者 

福山市立大学 副学長 岡辺 重雄 【会長】 

2 福山平成大学 教授 岡部 真智子 【会長代理】 

3 県立広島大学 講師 吉田 倫子  

4 

関係事業者・ 
団体の代表者 

公益社団法人広島県宅地  
建物取引業協会本部理事 

宮脇 功  

5 
広島県建築士会 
常務理事 

幸 隆伸  

6 
府中市社会福祉協議会 
会長 

山﨑 武志  

7 
府中市社会福祉協議会 
上下支所長主任介護支援専門員 

伊達 伸子  

8 
ケアビレッジだいきち 
理学療法士介護支援専門員 

木下 奈穂美  

9 
株式会社北川鉄工所 
開発本部開発課 

和田 公子  

10 もみじ銀行府中支店支店長 藤田 佳浩  

11 

地域住民 

府中市町内会連合会 副会長 桐島 一義  

12 府中市民生委員児童委員 協議会会長 
皐月 利夫 R4.3.24～R4.12.16 

藤原 洋子 R4.12.17～R5.3.31 

13 ネウボラ利用者 中山 聖子  

14 
行政機関 

広島県土木建築局住宅課 課長 川畠 満  

15 府中市副市長 村上 明雄  

 

（2） 会議開催経緯 
 

回数 開催時期 検討内容 

第 1 回 令和 4年 3月 24 日 
・現況・課題の整理結果 
・論点の提示 
・アンケート（案）の提示 

市民アンケートの実施（令和 4年 4月 22 日～5月 20 日） 
市営住宅アンケートの実施（令和 4年 4月 22 日～5月 20 日） 

市外居住者アンケート（令和 4年 7月 25 日～8月 6日） 

第 2 回 令和 4年 10 月 7 日 
・前回の振り返り 
・論点 1「子どもを産み育てやすい住まい」 

・論点 2「住宅セーフティネット機能」 

第 3 回 令和 4年 12 月 16 日 

・前回の振り返り 
・アンケート結果の提示 
・論点 3「空き家の対策」 

・論点 4「脱炭素社会と災害に備えた住宅ストック」 

・論点 5「ゆとりと魅力ある住まいの環境」 

・論点 6「住宅市場・住生活産業の振興」 

第 4 回 令和 5年 1月 20 日 
・これまでの振り返り 
・計画（案）の確認 

パブリックコメントの実施（令和 5年 2月 20 日～令和 5年 3月 20 日） 
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